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玉
泉
寺
は
、
日
本
で
最
初
の
米

国
領
事
館
と
し
て
、
お
よ
そ
３
年

の
間
、
総
領
事
ハ
リ
ス
が
通
訳

ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
、
召
使
い
の
中
国

人
ら
と
と
も
に
滞
在
し
た
寺
院
で
、

幕
末
外
交
上
の
重
要
な
史
跡
と
し

て
国
の
指
定
を
う
け
て
い
ま
す
。

　

瑞
龍
山
玉
泉
寺
は
戦
国
時
代
末

期
の
天
正
年
間
に
創
建
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、

嘉
永
７
年
に
結
ば
れ
た
下
田
条
約

に
よ
っ
て
、異
人
休
息
所
と
な
り
、

日
露
交
渉
で
来
航
し
て
い
た
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
一
行
の
宿
舎
に
も

な
っ
て
い
ま
し
た
。
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安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
７
月

　

日
午
後
、
総
領
事
ハ
リ
ス
を
乗

２１せ
た
米
国
船
サ
ン
・
ジ
ャ
シ
ン
ト

号
が
、
突
如
下
田
に
入
港
し
ま
し

た
。
幕
府
は
驚
き
、
ハ
リ
ス
が
日

本
駐
在
を
要
求
し
て
い
る
の
を
知

る
と
、
様
々
な
理
由
を
も
っ
て
拒

絶
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
と
う

と
う
下
田
町
か
ら
や
や
離
れ
た
柿

崎
村
の
玉
泉
寺
を
ハ
リ
ス
一
行
の

宿
舎
に
認
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
や
が
て
、
日
本
に
お
い
て
最

初
の
星
条
旗
の
掲
揚
が
玉
泉
寺
境

内
で
行
わ
れ
、
幕
府
は
米
国
領
事

の
駐
在
を
正
式
に
認
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
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日
本
と
米
国
の
自
由
貿
易
を
実

現
す
る
た
め
の
通
商
条
約
締
結
が

使
命
で
し
た
が
、
幕
府
と
の
交
渉

は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
体
調
を

崩
し
た
ハ
リ
ス
が
看
護
婦
を
要
求

し
た
こ
と
に
よ
り
、
後
に
「
唐
人

お
吉
」
物
語
を
生
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
安
政
４
年
５
月
に
よ
う

や
く
日
米
貨
幣
の
交
換
比
率
を
定

め
た
下
田
協
約
が
結
ば
れ
、
翌
年

に
日
米
修
好
通
商
条
約
が
締
結
さ

れ
、
安
政
６
年
に
横
浜
が
開
港
さ

れ
る
と
、
下
田
の
領
事
館
は
閉
鎖

さ
れ
、
ハ
リ
ス
は
公
使
と
し
て
江

戸
麻
布
善
福
寺
に
移
り
ま
し
た
。
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ハ
リ
ス
著
『
日
本
滞
在
記
』
に

は
柿
崎
の
印
象
を
、
小
さ
な
漁
村

だ
が
、
住
民
の
身
な
り
は
さ
っ
ぱ

り
し
て
い
て
態
度
も
丁
寧
で
あ
る

と
し
、
玉
泉
寺
に
つ
い
て
は
、
部

屋
は
広
く
大
変
き
れ
い
で
、
清
潔

で
あ
る
と
評
し
ま
し
た
。
敬
虔
な

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
ハ
リ
ス

の
生
活
は
質
素
で
、乗
馬
を
好
み
、

柿
崎
の
海
岸
を
度
々
散
歩
し
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

柿崎  玉泉寺

　

玉
泉
寺
に
は
、
幕
末
期
に
日
本

へ
来
航
し
、
不
幸
に
も
命
を
落
と

し
た
ア
メ
リ
カ
人
将
兵
と
ロ
シ
ア

人
将
兵
の
墓
が
今
で
も
残
っ
て
お

り
、
歴
代
住
職
に
よ
っ
て
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス　

下
田
駅
よ
り
須
崎
・

爪
木
崎
方
面
バ
ス　

柿
崎
神
社
前

バ
ス
停
下
車
徒
歩
１
分

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
５

下 
田 
市
長　

石 
井 
直 
樹

　

ジ
ャ
パ
ン
ゲ
ー
ム
フ
ィ
ッ
シ
ュ
協

会
（
Ｊ
Ｇ
Ｆ
Ａ
）
主
催
の
第　

回
国

２９

際
カ
ジ
キ
釣
り
大
会
が
今
年
も
全
国

各
地
か
ら
オ
ー
ナ
ー
ボ
ー
ト
、

チ
ャ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
合
わ
せ
１
０
４

艇
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
昭

和　

年
三
宅
島
に
て
『
第
１
回
東
京

５４
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。参
加
者
の
増
加
、

交
通
の
便
、宿
泊
施
設
等
を
考
慮
し
、

昭
和　

年
の
第
７
回
大
会
か
ら
下
田

６０

に
会
場
を
移
し　

回
を
数
え
ま
す
。

２３

回
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
大
会
関
係

者
の
間
で
は
、
下
田
を
世
界
の
�
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
�
に
し
た
い
と
い
う

強
い
意
識
が
芽
生
え
、
年
を
追
う
ご

と
に
そ
の
規
模
を
拡
大
し
、
御
前
崎

や
串
本
の
開
催
地
関
係
者
も
多
く
視

察
に
訪
れ
、今
や
名
実
共
に
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
魚
市
場

で
行
わ
れ
た
前
夜
祭
に
招
か
れ
た
私

は
「
今
年
も
多
く
の
皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
下
田
カ
ジ
キ

サ
ポ
ー
ト
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
じ
め

下
田
市
民
を
代
表
し
て
心
か
ら
歓
迎

し
、
最
終
日
の
表
彰
式
で
皆
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
笑
顔
が
見
ら
れ
る
大
会

に
な
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
し
か
し
自
然
相
手
の

�������

イ
ベ
ン
ト
は
大
変
難
し
い
も
の
で
す
。

大
会
数
日
前
に
襲
来
し
た
台
風
４
号

の
影
響
で
好
条
件
が
一
変
し
て
い
ま

し
た
。
昨
年
同
様
、
水
温
が　

度
か

２１

ら　

度
と
や
や
低
め
で
初
日
の
釣
果

２２
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
し
ま
い
、
大
変
心

配
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
２
日
目
に

マ
カ
ジ
キ
と
ク
ロ
カ
ジ
キ
が
各
２
本

ず
つ
上
が
り
、
最
終
日
も
１
３
６
・

９
キ
ロ
の
ク
ロ
カ
ジ
キ
を
含
む
３
本

の
釣
果
が
あ
り
正
直
ホ
ッ
と
し
た
次

第
で
す
。
カ
ジ
キ
大
会
本
部
横
で
は

下
田
青
年
会
議
所
に
よ
る
『
マ
リ
ン

フ
ェ
ス
タ
下
田
』
も
開
催
さ
れ
露
店

市
も
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
こ
の
カ

ジ
キ
釣
り
大
会
に
全
国
か
ら
訪
れ
る

参
加
者
は
７
０
０
名
を
超
え
、
大
会

開
催
中
の
燃
料
代
・
宿
泊
代
・
飲
食

代
等
、
そ
の
経
済
効
果
は
数
千
万
円

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
会
運
営

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
関
係

者
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

海
と
い
う
素
晴
ら
し
い
宝
を
も
っ

た
下
田
。
来
年
は
第　

回
と
い
う
メ

３０

モ
リ
ア
ル
大
会
と
な
り
、
よ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
も
て
な
し
の

心
を
持
っ
て
、
下
田
市
を
あ
げ
て
万

全
の
体
勢
で
皆
様
を
歓
迎
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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異国人の墓
（写真はアメリカ人将兵の墓）

　 5 月から 7 月にかけて市内27会場で基本健診が行わ
れ、2,762人の方が受診しました。自分の健康状態を
知り、生活習慣病の予防に役立てるためにも、年に1
度は基本健康診査を受診しましょう。

健康管理のスタートは健診から

広報しもだ  ２００７. ８ 月号  －８－

７
月
の
で
き
ご
と

７
月
の
で
き
ご
と

７
月
の
で
き
ご
と

７
月
の
で
き
ご
と

　県青少年の非行問題に取り組む強調月間の街頭キャ
ンペーンが下田駅周辺で行われました。当日は広報チ
ラシ、啓発グッズの配付をしながら、非行防止を呼び
かけました。

明るい社会を築こう���

　 8 月 4 日、草薙運動公園で開催される県消防操法大
会小型ポンプ操法の部に稲生沢地区の第 2 分団が賀茂
地区代表として出場します。訓練の成果を発揮できる
ようがんばってください。

大会に向け連日訓練に励んでいます

   1  日 津波避難訓練 （住吉区）

   2  日 非行防止キャンペーン

   7  日 ごみひろいしましょう

11～20日 夏の交通安全県民運動

17日 北方領土返還要求静岡県民会議 （静岡市）

18日 「海の日」記念式典

19～22日 第29回国際カジキ釣り大会

21～22日 マリンフェスタ下田

29日 参議院議員選挙投票日

　故木村健一弁護士 （守山剛画伯） がフランスの国際展「ル・
サロン」で入選した作品「国境の祭り」を夫人で書家の木村
松峯 （峯子） さんより市へ寄贈いただきました。寄贈いただい
た絵画は市民文化会館 2 階ロビーに展示されています。

見る人に希望と勇気を与える作品���

　下田市親善大使の栗原はるみさんを迎え、料理教室＆石井
市長とのトークショーが開催されました。料理教室では、金
目鯛やひじきなど地元の食材を使ったレシピをデモンスト
レーション形式で紹介。栗原さんは今後も要望があればこう
した料理教室を開き、下田をPRしていきたいと話してくれ
ました。

「はるみレシピ」で下田をPR����
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